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（
平
成
二
六
年
一
月
～
一
二
月
）

市
史
編
さ
ん
室
　
事
務
局
活
動
報
告

Ⅰ　
古
文
書
等
調
査
報
告

一　
古
文
書
等
調
査
の
概
況

　

市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
各
専
門
部
会
活
動
の
資
料
と
す
る
た
め
、

市
内
に
あ
る
古
文
書
等
の
歴
史
史
料
に
つ
い
て
、
目
録
作
成
・
写

真
撮
影
等
の
基
礎
的
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
平
成
二
六
年
一
月
か
ら
一
二
月
の
間
に
、
一
三
件
の
文
書

群
（
総
点
数
六
一
九
〇
点
）
に
つ
い
て
調
査
を
終
え
た
（
一
部

を
除
き
、
次
項
に
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
群
に
関
す
る
解
説
を
付
し

た
）。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
一
九
年
度
よ
り
約
一
三
六
件
（
総

点
数
五
三
〇
〇
〇
点
超
）
の
調
査
を
終
え
た
こ
と
と
な
る
。
な

お
、
平
成
二
六
年
一
二
月
末
日
の
段
階
で
、
二
一
件
（
総
点
数

四
二
〇
〇
〇
点
超
）
の
史
料
群
を
借
用
し
て
お
り
、
現
在
調
査
を

進
め
て
い
る
。
他
に
、
熊
谷
市
で
所
蔵
し
て
い
る
一
七
件
（
総
点

数
二
万
点
超
）
や
市
外
の
史
料
保
存
機
関
等
で
所
蔵
し
て
い
る
古

文
書
等
に
つ
い
て
も
、
随
時
調
査
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

二　
調
査
終
了
文
書
の
紹
介

新
島 

新
島
順
一
家
文
書　
九
四
一
点

　
平
成
二
四
年
五
月
一
五
日
、
六
月
一
日
に
借
用
し
た
近
世
・
近

代
文
書
で
あ
る
。
新
島
家
は
江
戸
時
代
に
新
島
村
の
名
主
を
勤
め
、

明
治
に
な
っ
て
も
戸
長
を
勤
め
た
旧
家
で
あ
る
。
初
見
は
、
宝
永

三
年
（
一
七
〇
六
）「
御
年
貢
帳
（
写
）」
で
あ
る
。
他
に
は
、
戸

長
役
場
、
新
照
寺
、
家
で
は
金
銭
出
納
帳
、
書
籍
類
が
散
見
す

る
。
政
治
・
行
政
で
は
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）・
明
治
一
一

年
（
一
八
七
八
）
の
諸
用
留
、
貴
重
で
あ
ろ
う
。
社
寺
で
は
、
文

政
五
年
（
一
八
二
二
）
新
照
寺
の
新
古
什
物
帳
や
、
文
政
七
年

（
一
八
二
四
）
か
ら
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
の
焼
失
并
普
請
諸

用
留
、
中
で
も
金
銭
出
入
は
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
か
ら
大
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正
二
年
（
一
九
一
三
）
ま
で
の
金
銭
出
入
帳
が
三
四
冊
残
存
し
て

お
り
、
明
治
期
に
お
け
る
新
島
家
の
経
営
状
況
を
推
移
で
き
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
本
文
書
群
は
近
世
・
近
代
に
お
け
る
新
島
村

の
歴
史
の
一
端
を
、
明
ら
か
に
し
う
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
調
査

を
終
了
し
た
後
、
平
成
二
六
年
四
月
五
日
に
文
書
を
返
却
し
た
。

な
お
、
同
年
五
月
一
三
日
に
新
島
自
治
会
館
で
行
わ
れ
た
市
政
宅

配
講
座
で
は
、
所
蔵
者
の
許
可
を
い
た
だ
き
同
家
文
書
を
使
用
し

て
新
島
の
歴
史
を
地
元
の
人
々
に
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
　
　
　
　
　
　
　  

（
水
品
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妻
沼 

田
島
通
明
氏
収
集
文
書　
六
点

　
平
成
二
六
年
三
月
、
四
月
、
六
月
に
借
用
、
寄
贈
い
た
だ
い
た

近
代
文
書
で
あ
る
。
史
料
は
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
の
妻
沼

小
島
の
赤
石
和
平
宅
地
図
と
伊
勢
参
宮
道
中
経
費
精
算
帳
（
コ

ピ
ー
）、
写
真
で
は
伊
勢
参
宮
同
行
者
集
合
写
真
、
大
我
井
神
社

大
前
奉
納
伊
勢
大
廟
参
拝
者
集
合
写
真
、
明
治
期
の
丈
量
帳
二
冊

（
出
所
は
都
島
村
、
現
本
庄
市
）
で
あ
る
。
本
文
書
群
は
、
近
代

妻
沼
地
域
の
伊
勢
参
宮
関
係
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
調
査
が

終
了
し
て
、
平
成
二
六
年
四
月
九
日
、
六
月
二
日
に
史
料
を
返
却

し
た
。
な
お
、丈
量
帳
二
冊
と
、刊
行
物
で
あ
る
金
井
元
治
著
『
備

前
渠
史
』
上
・
下
巻
（
大
正
二
年
刊
行
）
の
寄
贈
を
受
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
水
品
）

男
沼 

長
勝
寺
文
書　
一
六
点

　
平
成
二
六
年
九
月
に
長
勝
寺
仏
像
補
足
調
査
と
併
行
し
て
現
地

調
査
し
た
近
現
代
文
書
で
あ
り
、
本
堂
に
飾
ら
れ
て
い
る
写
真
、

賞
状
類
で
あ
る
。
初
見
は
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
三
月
一
六

日
の
「
春
蚕
繭
正
量
取
引
実
行
ニ
付
三
等
賞
状
」
で
あ
る
。
写
真

で
は
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
の
献
上
大
和
芋
謹
撰
作
業
の

写
真
や
、
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
本
堂
改
築
上
棟
記
念
写
真

が
重
要
で
あ
ろ
う
。
賞
状
類
で
は
、
男
沼
村
農
事
組
合
の
農
産
物

共
進
会
に
お
け
る
葱
の
表
彰
が
あ
る
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）

に
は
、
大
日
本
蚕
糸
会
よ
り
男
沼
村
養
蚕
実
行
組
合
に
賞
状
と
旗

が
授
与
さ
れ
て
い
る
。
本
文
書
群
は
近
現
代
男
沼
地
域
の
組
合
に

関
す
る
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
ろ
う
。
本
文
書
群
は
、
調
査
を
終

え
た
後
も
長
勝
寺
で
保
管
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　 

（
水
品
）

今
井 　
井
良
治
家
文
書　
三
五
点

　
平
成
二
六
年
九
月
に
借
用
し
た
近
世
・
近
代
文
書
で
あ
る
。
　

井
家
は
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
よ
り
牛
乳
搾
取
業
を
始
め
た
商

家
で
あ
る
。
初
見
は
文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
再
版
の
「
東
海
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道
中
仙
道
里
程
表
」（
刷
物
）
で
あ
る
。
創
業
者
　
井
治
助
が
明

治
八
年
に
西
洋
乳
牛
を
購
入
し
た
請
取
証
を
は
じ
め
、
明
治
三
五

年
（
一
九
〇
二
）
に
設
立
し
た
合
名
会
社
　
進
社
の
定
款
や
、　
井

治
助
経
歴
書
な
ど
が
特
に
重
要
で
あ
ろ
う
。
他
に
は
、　
井
家
で

は
軍
用
鳩
の
飼
育
も
お
こ
な
っ
て
お
り
、
昭
和
戦
前
期
の
埼
玉
県

伝
書
鳩
連
合
会
主
催
の
競
翔
成
績
表
な
ど
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
一
端
が
う
か
が
え
る
。
本
文
書
群
は
、
熊
谷
地
域
に
お
け
る
近

代
産
業
の
一
角
を
担
う
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。
調
査
を
終

了
し
た
後
、
平
成
二
六
年
九
月
二
四
日
に
文
書
を
返
却
し
た
。
そ

の
後
、
本
文
書
群
は
大
八
車
な
ど
の
モ
ノ
資
料
と
合
わ
せ
て
熊
谷

市
立
熊
谷
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　 

（
水
品
）

大
原 

野
村
弘
家
文
書　
二
四
点

　
平
成
二
六
年
一
〇
月
に
借
用
し
た
近
代
・
現
代
文
書
で
あ
る
。

初
見
は
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）「
小
島
同
志
会
沿
革
史
」
で

あ
る
。
本
文
書
群
は
、
妻
沼
小
島
に
あ
る
野
村
辰
五
郎
家
内
に
同

会
事
務
所
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
会
の
運
営
資
料
が
保
存

さ
れ
て
い
た
。
主
な
史
料
は
前
述
の
沿
革
史
を
は
じ
め
、
日
誌
二

冊
、
会
計
簿
、
貯
金
台
帳
、
肥
料
共
同
購
入
貸
付
控
帳
、
桑
園
出

勤
簿
、会
員
名
簿
な
ど
が
あ
る
。
中
で
も
沿
革
史
に
は
設
立
動
機
、

小
島
同
志
会
規
程
、
会
則
、
貯
金
運
用
規
定
な
ど
様
々
な
内
容
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
記
は
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）

か
ら
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）（
二
冊
分
）
の
活
動
内
容
が
詳

細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
で
あ
ろ
う
。
本
文
書
群
は
近
代
妻
沼

小
島
で
結
成
さ
れ
た
小
島
同
志
会
の
歴
史
を
知
る
こ
と
の
で
き
る

史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
小
島
同
志
会
に
つ
い
て
は
、

『
私
の
ふ
る
さ
と
小
島
』（
小
島
歴
史
研
究
会
編
、
二
〇
一
四
年
）

を
参
照
の
こ
と
。
調
査
を
終
了
し
た
後
、
一
一
月
一
七
日
に
文
書

を
返
却
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
水
品
）

玉
井 

元
素
楼
関
係
文
書
（
鯨
井
勘
衛
家
文
書
）　
三
五
点

　
市
指
定
文
化
財
。
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
所
蔵
。
平
成
二
六
年

八
月
三
一
日
に
近
代
専
門
部
会
調
査
の
一
環
で
現
地
調
査
し
た
近

代
文
書
で
あ
る
。
元
素
楼
と
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
玉
井

村
の
鯨
井
勘
衛
が
設
け
た
養
蚕
飼
育
所
の
こ
と
で
、
清
涼
育
と
い

う
飼
育
法
を
提
唱
し
て
指
導
を
行
っ
た
。
鯨
井
勘
衛
は
玉
井
村
の

名
主
家
に
生
ま
れ
、
桑
樹
を
陸
田
に
栽
培
し
て
養
蚕
・
生
糸
の
製

造
に
従
事
し
た
人
物
で
、
本
文
書
群
は
鯨
井
勘
衛
家
に
伝
来
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
。
初
見
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）「
養
蚕
手

引
抄
　
全
」
で
あ
る
。
鯨
井
勘
衛
が
蚕
種
製
造
大
惣
代
に
任
命
さ
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れ
た
申
附
状
を
は
じ
め
、
同
著
の
「
蚕
業
得
失
論
」、「
養
蚕
大

得
書
」、「
養
い
草
」、「
養
蚕
手
引
草
」
が
貴
重
で
あ
ろ
う
。
中
で

も
御
用
簿
、
公
用
記
、
御
沙
汰
御
廻
状
留
は
、
養
蚕
に
関
す
る
諸

廻
状
を
記
録
し
た
も
の
や
当
時
の
出
来
事
を
記
し
た
日
記
で
も
あ

り
、
大
変
貴
重
で
あ
る
。
本
文
書
群
は
熊
谷
地
域
の
養
蚕
関
係
と

し
て
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
重
要
な
文
書
群
で
あ
ろ
う
。
調
査

を
終
了
し
た
後
も
本
文
書
群
は
、
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
に
て
保

管
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　（
水
品
）

代 

代
島
久
輝
家
文
書　
一
〇
一
五
点

　
近
世
専
門
部
会
の
古
文
書
所
在
確
認
調
査
に
て
古
文
書
の
所
在

を
確
認
し
、
平
成
二
四
年
四
月
二
六
日
に
借
用
し
た
近
世
・
近
代

文
書
で
あ
る
。
代
島
家
は
、農
業
経
営
を
中
心
に
質
屋
も
経
営
し
、

村
役
人
な
ど
を
勤
め
た
。
久
兵
衛
は
、
算
術
家
と
し
て
も
著
名
で

あ
り
、
同
家
の
算
額
が
市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

初
見
は
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）「
算
法
天
元
指
南
一
二
三
」

（
写
）
で
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
の
文
書
が
中
心
で
あ
る
。
全

体
的
に
算
術
、
年
貢
・
村
入
用
、
戸
長
役
場
、
用
水
に
関
す
る
文

書
が
多
い
。
算
術
関
係
で
は
、
代
島
久
兵
衛
に
よ
る
、
寛
政
八
・

九
年
（
一
七
九
六
・
九
七
）「
算
用
法
伝
記
」（
二
冊
）、
享
和
四
年

（
一
八
〇
四
）「
算
用
帳
」
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
天
保
一
一
年

（
一
八
四
〇
）「
熊
谷
寺
御
朱
印
地
分
間
野
帳
」（
六
冊
）
な
ど
の

熊
谷
寺
に
関
す
る
野
帳
や
絵
図
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
測
量
な
ど

に
た
ず
さ
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
幕
末
期
の
年
貢
や
村
入
用
関
係

文
書
も
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
村
入
用
に
つ
い
て
は
、
続

け
て
明
治
期
の
村
費
簿
も
遺
さ
れ
て
お
り
、
近
世
・
近
代
移
行
期

に
お
け
る
村
入
用
の
段
階
的
な
変
化
を
追
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
、
代
村
戸
長
役
場
文
書
な
ど
明
治
期
の
良
質
な
行
政
文
書

も
あ
る
。
御
用
留
や
土
地
台
帳
な
ど
の
基
本
的
な
文
書
が
遺
さ
れ

て
い
る
。
村
吏
に
つ
い
て
は
、
明
治
一
五
年
「
大
里
郡
代
村
々
吏

員
進
退
録
」
な
ど
が
あ
り
、
役
場
運
営
の
状
況
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。
荒
川
玉
井
堰
用
水
組
合
関
係
の
文
書
が
多
い
こ
と
も

本
文
書
群
の
特
徴
で
あ
る
。
幕
末
に
は
、
久
兵
衛
が
棹
取
を
勤
め

て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
算
術
と
測
量
を
結
び
つ
け
る
技
術
者
と
し

て
の
役
職
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
明
治
期
に
な
る

と
、
忠
義
が
玉
井
堰
用
水
組
合
の
用
元
を
勤
め
て
お
り
、
帳
簿
類

も
用
水
普
請
の
目
論
見
帳
・
出
来
形
帳
、
勘
定
帳
や
諸
入
費
割
合

帳
、
用
水
費
関
係
文
書
、
野
帳
類
な
ど
の
文
書
が
多
く
遺
さ
れ
て

い
る
。
絵
図
で
は
、
安
政
四
年
「
麁
絵
図
面
」
や
玉
井
堰
用
水
絵

図
が
貴
重
で
あ
る
。
調
査
を
終
了
し
た
分
か
ら
返
却
し
、
平
成
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二
五
年
六
月
二
〇
日
に
一
部
を
返
却
し
、
残
り
を
平
成
二
六
年
四

月
八
日
に
返
却
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
栗
原
）

広
瀬 
高
橋
家
文
書　
二
点

　
平
成
二
六
年
六
月
一
二
日
に
文
化
財
保
護
係
・
市
立
熊
谷
図
書

館
と
合
同
で
訪
問
し
て
調
査
し
た
近
世
文
書
で
あ
る
。
享
保
一
一

年
（
一
七
二
六
）
の
広
瀬
郷
検
地
図
と
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

の
浅
間
山
噴
火
状
況
図
（
と
も
に
市
指
定
文
化
財
）
で
あ
る
。
前

者
は
、
慶
長
期
に
広
瀬
村
で
行
わ
れ
た
検
地
の
内
容
を
一
筆
ご
と

に
絵
図
に
落
と
し
た
も
の
で
、
作
成
者
は
惣
右
衛
門
・
茂
兵
衛
と

あ
る
。
後
者
は
、
浅
間
山
噴
火
の
被
害
状
況
を
示
し
た
絵
図
で
あ

る
。
現
地
調
査
と
し
て
、
原
本
を
実
見
し
、
写
真
撮
影
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。大
変
貴
重
な
文
書
群
で
あ
る
。　
　
　
　
　（
栗
原
）

上
根　
大
性
寺
文
書　
一
一
〇
点

　
市
史
編
さ
ん
室
の
仏
像
調
査
の
際
に
古
文
書
の
所
在
を
確
認

し
、
改
め
て
平
成
二
六
年
一
一
月
一
二
日
に
現
地
に
て
調
査
し
た

近
世
・
近
代
文
書
で
あ
る
。
初
見
は
、安
永
二
年
（
一
七
七
三
）「
茶

湯
料
証
文
之
事
」
で
あ
る
が
、
近
世
文
書
は
九
点
だ
け
で
、
近
代

文
書
が
中
心
で
あ
る
。
文
書
の
内
容
と
し
て
は
、
寺
院
の
小
作
関

係
文
書
が
多
い
が
、水
害
に
よ
る
租
税
の
免
除
願
、廓
ご
と
の
「
役

儀
務
順
番
帳
」、「
季
中
行
事
記
」
な
ど
興
味
深
い
文
書
が
あ
る
。

な
お
、
他
に
聖
教
や
書
籍
な
ど
の
所
蔵
を
確
認
し
た
が
、
今
回

の
調
査
で
は
古
文
書
に
し
ぼ
っ
て
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
栗
原
）

妻
沼 

小
池
家
文
書 

追
加
調
査
分　
三
九
五
四
点　

154
頁
参
照

弥
藤
吾 

小
暮
千
吉
氏
収
集
文
書　
三
四
点　

147
頁
参
照

深
谷
市 

奥
田
豊
氏
収
集
文
書　
一
四
点　

173
頁
参
照

代 

清
水
松
次
郎
家
文
書　
四
点　

173
頁
参
照

　
最
後
に
、
古
文
書
の
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
所
蔵

者
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
文
責
　
栗
原
健
一
　
水
品
洋
介
）
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Ⅱ　
埼
玉
県
行
政
文
書
調
査
報
告

　　
熊
谷
市
史
近
代
専
門
部
会
の
要
望
で
、
埼
玉
県
立
文
書
館
に
あ

る
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
埼
玉
県
行
政
文
書
の
中
か

ら
、
熊
谷
に
関
係
す
る
史
料
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
事
務
局

で
は
協
力
員
と
共
に
、
平
成
二
四
年
度
か
ら
埼
玉
県
行
政
文
書
調

査
を
開
始
し
て
、
平
成
二
六
年
一
二
月
末
ま
で
に
、
写
真
撮
影
し

た
文
書
は
約
二
一
七
〇
点
、
総
カ
ッ
ト
数
約
二
六
〇
〇
〇
に
及
ん

で
い
る
。
明
治
、
大
正
期
の
埼
玉
県
行
政
文
書
で
近
代
専
門
部
会

か
ら
要
望
の
あ
っ
た
主
要
文
書
は
、概
ね
撮
影
が
終
了
し
た
た
め
、

現
在
は
昭
和
戦
前
期
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
継
続
的

に
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
文
責
　
水
品
　
洋
介
）

Ⅲ　
新
聞
記
事
調
査
報
告

　
平
成
二
四
年
度
よ
り
埼
玉
県
内
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
記
事
調
査

を
開
始
し
て
い
る
。
基
本
方
針
は
埼
玉
新
聞
を
中
心
に
四
大
新
聞

の
地
方
版
か
ら
熊
谷
に
関
す
る
記
事
を
収
集
す
る
こ
と
で
あ
る
。

埼
玉
新
聞
に
関
し
て
は
、
県
立
図
書
館
で
の
見
出
し
検
索
が
可
能

と
な
り
、
作
業
の
効
率
化
を
図
れ
た
。
検
索
結
果
の
見
出
し
を
各

委
員
に
提
出
し
て
、
担
当
分
野
で
必
要
な
記
事
の
み
複
写
・
撮
影

し
て
収
集
を
開
始
し
た
。
平
成
二
六
年
一
二
月
現
在
で
委
員
よ
り

要
望
の
あ
っ
た
記
事
は
概
ね
収
集
が
完
了
し
た
。

　
戦
前
の
新
聞
記
事
は
、
埼
玉
県
立
文
書
館
の
複
製
新
聞
か
ら
熊

谷
関
係
の
見
出
し
を
目
録
化
す
る
作
業
を
実
施
し
て
い
る
。
協
力

員
を
中
心
に
調
査
を
行
い
、
平
成
二
六
年
一
二
月
末
に
一
三
紙
、

見
出
し
数
二
一
七
五
〇
点
を
目
録
化
し
た
。
現
在
は
東
京
日
日
新

聞
（
埼
玉
版
）
の
調
査
を
継
続
中
で
あ
る
。
ま
た
、
事
務
局
で
調

査
継
続
し
て
い
る
市
内
諸
家
文
書
調
査
で
出
て
く
る
新
聞
に
つ
い

て
も
、熊
谷
関
係
の
見
出
し
抽
出
作
業
を
行
っ
て
お
り
、随
時
デ
ー

タ
を
統
合
し
て
い
る
。

　
な
お
、
複
写
し
た
新
聞
記
事
整
理
を
、
五
年
経
験
者
研
修
に
お

け
る
社
会
貢
献
活
動
体
験
研
修
生
と
社
会
教
育
実
習
生
に
も
協
力

い
た
だ
い
た
。
今
後
も
見
出
し
記
事
目
録
化
作
業
を
継
続
し
て
い

く
と
と
も
に
、
複
写
作
業
も
進
め
て
い
き
た
い
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
文
責
　
水
品
　
洋
介
）
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Ⅳ　
小
中
学
校
調
査
報
告

　
平
成
二
五
年
度
よ
り
熊
谷
市
内
の
小
中
学
校
所
蔵
の
歴
史
資
料

等
の
調
査
を
開
始
し
て
い
る
。
調
査
者
は
近
代
専
門
部
会
、
現
代

専
門
部
会
の
教
育
分
野
担
当
の
高
橋
和
弘
、
高
橋
信
之
専
門
調
査

員
の
二
名
と
事
務
局
で
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。
平
成
二
六
年

一
二
月
末
ま
で
に
八
回
、
計
二
〇
校
の
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査

方
法
は
、
各
小
中
学
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
明
治
以
降
の
学
校
沿

革
誌
を
中
心
に
諸
資
料
を
実
見
し
て
そ
の
所
在
情
報
を
得
る
こ
と

と
、
特
に
重
要
な
資
料
に
つ
い
て
は
写
真
撮
影
を
行
い
、
一
六
九

点
の
史
料
を
撮
影
し
た
（
部
分
撮
影
も
含
む
）。
今
後
も
小
中
学

校
調
査
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
な
お
、
七
月
二
九
日
の
調
査
に
限
り
、
平
成
二
六
年
度
の
五
年

経
験
者
研
修
に
お
け
る
社
会
貢
献
活
動
体
験
研
修
の
研
修
者
で
あ

る
、
鈴
木
陽
子
（
妻
沼
小
学
校
）、
本
橋
三
四
郎
（
男
沼
小
学
校
）

の
両
教
員
に
も
市
史
編
さ
ん
室
の
事
業
活
動
体
験
と
し
て
、
学
校

調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
以
下
、
調
査
順
に
調
査
年
月
日
、
各
小
中
学
校
の
簡
単
な
現
在

ま
で
の
経
緯
に
ふ
れ
た
後
、
所
蔵
文
書
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

熊
谷
西
小
学
校

　
平
成
二
六
年
一
月
二
九
日
現
地
調
査
。

　
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
正
即
小
学
熊
谷
学
校
と
し
て
開
校
。
明

治
一
三
年
熊
谷
学
校
、
明
治
四
三
年
熊
谷
女
子
尋
常
高
等
小
学
校
、

大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
熊
谷
町
立
女
子
尋
常
高
等
校
、
熊
谷

西
尋
常
高
等
小
学
校
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
熊
谷
西
国
民

学
校
、
昭
和
二
二
年
熊
谷
西
小
学
校
と
改
称
し
て
現
在
に
至
る
。

　
主
な
所
蔵
文
書
は
、
学
校
沿
革
誌
、
昭
和
二
一
年
か
ら
昭
和

四
〇
年
の
学
校
日
誌
、
職
員
出
勤
簿
、
戦
災
寄
附
受
入
簿
、
西
校

復
興
後
援
会
特
別
寄
付
芳
名
録
、
学
級
編
成
書
類
、
西
小
学
校
の

記
録
な
ど
で
あ
る
。
中
で
も
大
正
一
五
年
に
熊
谷
女
子
尋
常
高
等

小
学
校
で
作
成
さ
れ
た
学
習
本
位
の
教
育
は
、
当
時
の
教
育
理
念

を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
大
変
貴
重
で
あ
る
。

大
原
中
学
校

　
平
成
二
六
年
一
月
二
九
日
現
地
調
査
。

　
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
開
校
し
て
現
在
に
至
る
。

　
主
な
所
蔵
文
書
は
、
学
校
沿
革
誌
、
お
お
は
ら
（
中
学
校
創
立

二
〇
周
年
記
念
誌
・
三
〇
周
年
記
念
誌
）、
校
舎
落
成
記
念
誌
な

ど
で
あ
る
。
他
に
は
、
昭
和
三
三
年
石
坂
養
平
書
の
大
原
中
学
校
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校
歌
、
同
校
歌
楽
譜
（
作
詞
石
坂
養
平
、
作
曲
荒
井
敬
正
）
の
調

査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
小
暮
初
江
事
務
主
幹
よ
り
故
小
暮
千
吉
氏

編
さ
ん
資
料
原
稿
を
借
用
し
た
（
寄
贈
文
書
紹
介
147
頁
参
照
）。

石
原
小
学
校

　
平
成
二
六
年
一
月
二
九
日
現
地
調
査
。

　
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
元
石
原
村
を
二
区
に
分
け
各
区
に
小

学
校
を
設
置
し
て
開
校
。
明
治
二
〇
年
両
校
を
合
併
し
て
石
原
小

学
校
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
石
原
国
民
学
校
、
昭
和
二
二

年
石
原
小
学
校
と
改
称
し
て
現
在
に
至
る
。

　
主
な
所
蔵
文
書
は
、
学
校
沿
革
誌
、
陳
情
書
、
寄
附
者
芳
名
録
、

諸
願
書
綴
、
創
立
百
年
紀
念
行
事
実
行
委
員
会
記
録
、
校
地
拡
張

に
干
す
る
諸
綴
な
ど
が
あ
る
。
中
で
も
石
坂
小
学
校
九
〇
年
の
あ

ゆ
み
関
係
の
草
稿
や
、
記
念
写
真
な
ど
が
ま
と
ま
っ
て
保
存
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
明
治
期
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
教
科
書
類

も
多
数
あ
り
、
そ
の
一
部
は
廊
下
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
て
展
示
さ

れ
て
い
る
。

久
下
小
学
校

　
平
成
二
六
年
六
月
二
五
日
現
地
調
査
。

　
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
四
月
、
佐
谷
田
村
永
福
寺
に
開
校
。

明
治
一
九
年
医
王
寺
前
に
大
里
郡
第
三
番
学
区
啓
発
学
校
、
明
治

二
二
年
尋
常
久
下
学
校
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
久
下
国
民

学
校
、
昭
和
二
二
年
久
下
小
学
校
と
改
称
し
て
現
在
に
至
る
。

　
主
な
所
蔵
文
書
は
、
学
校
沿
革
誌
、
明
治
三
二
年
・
大
正
八
年
、

昭
和
一
八
年
か
ら
昭
和
五
〇
年
の
学
校
日
誌
、
学
校
一
覧
表
綴
、

児
童
図
書
台
帳
、
学
籍
簿
な
ど
で
あ
る
。
特
に
学
校
日
誌
は
戦
前

の
も
の
が
あ
り
、
昭
和
二
〇
年
の
学
校
日
誌
を
み
る
と
終
戦
当
日

の
様
子
が
記
載
さ
れ
て
お
り
貴
重
で
あ
る
。
他
に
は
、
郷
土
資
料

館
（
民
具
室
）
に
あ
る
戦
前
の
教
科
書
類
が
多
数
保
存
さ
れ
て
い

る
。

富
士
見
中
学
校

　
平
成
二
六
年
六
月
二
五
日
現
地
調
査
。

　
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
開
校
し
て
現
在
に
至
る
。

　
主
な
所
蔵
文
書
は
、
学
校
沿
革
誌
（
昭
和
五
三
年
以
降
）、
昭

和
三
六
年
度
か
ら
の
学
校
要
覧
、
昭
和
二
三
年
の
校
舎
設
計
図
、

昭
和
三
二
年
の
体
育
館
兼
講
堂
工
事
設
計
綴
、
昭
和
三
五
年
の
寄

附
採
納
願
綴
、
卒
業
証
書
授
与
台
帳
な
ど
で
あ
る
。
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玉
井
中
学
校

　
平
成
二
六
年
七
月
二
九
日
現
地
調
査
。

　
明
治
二
二
年
（
一
九
四
七
）
開
校
し
て
現
在
に
至
る
。

　
主
な
所
蔵
文
書
は
、
学
校
沿
革
誌
、
旧
職
員
履
歴
書
綴
、
辞
令

綴
、
卒
業
証
書
授
与
台
帳
、
除
籍
簿
、
入
退
学
簿
、
紀
念
ア
ル
バ

ム
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
、
玉
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
若
木
、
玉
な
す
な
ど
で

あ
る
。
な
お
、
校
長
室
に
は
大
久
保
喜
一
画
「
晩
春
」
が
飾
ら
れ

て
い
る
。

玉
井
小
学
校

　
平
成
二
六
年
七
月
二
九
日
現
地
調
査
。

　
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
久
保
島
学
校
と
し
て
開
校
。
大
正
八

年
（
一
九
一
九
）
玉
井
尋
常
高
等
小
学
校
、
大
正
一
三
年
玉
井
公

民
学
校
、
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
玉
井
青
年
学
校
、
昭
和

一
六
年
玉
井
国
民
学
校
、
昭
和
二
二
年
玉
井
小
学
校
と
改
称
し
て

現
在
に
至
る
。

　
主
な
所
蔵
文
書
は
、
学
校
沿
革
誌
、
玉
井
村
教
育
史
、
学
校
一

覧
表
、
卒
業
生
名
簿
、
成
績
考
査
簿
、
小
学
校
調
査
表
、
土
地
登

記
調
査
書
、
予
算
書
綴
な
ど
で
あ
る
。
他
に
は
、
倉
庫
に
あ
る
民

具
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
予
算
書
に
は
、
大
正
二
年
か

ら
昭
和
一
五
年
ま
で
の
玉
井
村
役
場
歳
入
出
予
算
が
綴
ら
れ
て
お

り
、
村
役
場
の
経
済
状
況
を
知
り
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

奈
良
小
学
校

　
平
成
二
六
年
八
月
二
八
日
現
地
調
査
。

　
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
奈
良
学
校
と
し
て
開
校
。
明
治
二
三

年
奈
良
尋
常
小
学
校
、
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
奈
良
国
民
学

校
、
昭
和
二
二
年
奈
良
小
学
校
と
改
称
し
て
現
在
に
至
る
。

　
主
な
所
蔵
文
書
は
、
学
校
沿
革
誌
、
奈
良
村
郷
土
誌
、
奈
良
村

教
育
史
、
学
校
一
覧
表
、
寄
付
台
帳
、
国
民
学
校
改
称
記
念
（
写

真
帖
）、
奈
良
村
だ
よ
り
、
開
校
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事
綴
、
校

地
平
面
図
、
職
員
履
歴
書
綴
な
ど
で
あ
る
。

　
中
で
も
奈
良
村
郷
土
誌
、
奈
良
村
教
育
史
は
郷
土
の
歴
史
を
ま

と
め
た
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
他
に
は
、
校
長
室
に
明
治
七

年
奈
良
小
学
校
開
校
記
念
日
定
書
、
明
治
六
年
誓
文
が
あ
り
、
開

校
当
時
の
も
の
と
し
て
大
変
貴
重
で
あ
る
。

奈
良
中
学
校

　
平
成
二
六
年
八
月
二
八
日
現
地
調
査
。

　
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
開
校
し
て
現
在
に
至
る
。
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主
な
所
蔵
文
書
は
、
学
校
沿
革
史
、
寄
附
台
帳
、
卒
業
生
寄
附

台
帳
、
特
志
寄
付
金
使
途
明
細
、
卒
業
記
念
ア
ル
バ
ム
、
航
空
写

真
な
ど
で
あ
る
。校
長
室
に
は
石
坂
養
平
書
の
奈
良
中
学
校
校
歌
、

石
坂
養
平
作
詞
・
書
の
奈
良
小
学
校
校
歌
が
飾
ら
れ
て
お
り
、
貴

重
で
あ
る
。

大
麻
生
中
学
校

　
平
成
二
六
年
一
二
月
一
七
日
現
地
調
査
。

　
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
開
校
し
て
現
在
に
至
る
。

　
主
な
所
蔵
文
書
は
、
沿
革
誌
、
寄
附
台
帳
、
大
麻
生
中
学
建
築

作
業
写
真
記
録
、
昭
和
三
〇
年
代
の
卒
業
写
真
、
工
事
写
真
な
ど

で
あ
る
。
中
で
も
大
麻
生
中
学
建
築
作
業
写
真
記
録
は
、
昭
和

二
四
年
か
ら
昭
和
二
五
年
に
当
時
の
教
諭
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

も
の
で
、
校
舎
新
築
に
際
し
て
撮
影
し
た
写
真
と
内
容
を
記
録
し

て
お
り
、
建
築
工
程
を
た
ど
れ
る
好
史
料
で
あ
る
。

大
麻
生
小
学
校

　
平
成
二
六
年
一
二
月
一
七
日
現
地
調
査
。

　
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
大
麻
学
校
と
し
て
開
校
。
明
治

二
五
年
大
盛
尋
常
小
学
校
、
明
治
四
一
年
大
麻
生
尋
常
小
学
校
、

昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
大
麻
生
国
民
学
校
、
昭
和
二
二
年
大

麻
生
小
学
校
と
改
称
し
て
現
在
に
至
る
。

　
主
な
所
蔵
文
書
は
、
学
校
沿
革
誌
、
大
麻
生
村
教
育
誌
、
学
校

一
覧
表
、
学
校
視
察
簿
、
職
員
履
歴
書
綴
込
、
定
期
監
査
文
書
綴
、

寄
附
台
帳
、
証
憑
書
類
綴
、
開
校
百
年
祭
関
係
書
類
な
ど
で
あ
る
。

中
で
も
学
校
一
覧
表
は
、
明
治
三
一
年
か
ら
戦
後
ま
で
編
年
で
保

存
さ
れ
て
お
り
貴
重
で
あ
る
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
文
責
　
水
品
　
洋
介
）

Ⅴ　
行
政
文
書
の
整
理
・
保
存

　
熊
谷
市
文
書
管
理
規
程
に
基
づ
き
保
存
期
限
満
了
の
行
政
文
書

が
一
括
廃
棄
さ
れ
る
際
に
、
市
史
編
さ
ん
室
で
は
歴
史
的
公
文
書

し
て
重
要
な
文
書
を
収
集
保
存
し
て
い
る
。

　
本
年
度
は
平
成
二
六
年
三
月
末
で
保
存
年
限
満
了
と
な
る
文
書

か
ら
、
保
存
箱
数
で
一
五
八
箱
分
の
行
政
文
書
を
収
集
し
た
。
行

政
文
書
の
保
存
年
限
は
五
年
、
一
〇
年
の
も
の
で
、
保
存
箱
の
各

庁
舎
よ
り
収
集
し
た
分
は
、
本
庁
第
二
文
書
庫
分
二
三
箱
、
佐
谷
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田
文
書
庫
分
九
七
箱
、
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
分
一
二
箱
、
江
南
行

政
セ
ン
タ
ー
分
一
一
箱
、大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
分
一
五
箱
で
あ
る
。

収
集
後
の
整
理
作
業
は
、
平
成
二
五
年
度
分
の
一
三
四
箱
の
整
理

が
終
了
し
て
、
新
調
し
た
保
存
箱
で
五
二
箱
と
な
っ
た
。
現
在
は

平
成
二
六
年
度
分
の
一
五
八
箱
の
選
別
、
整
理
、
保
存
作
業
に
着

手
し
て
お
り
、
妻
沼
、
江
南
、
大
里
分
は
す
で
に
終
了
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
度
は
全
国
育
樹
祭
資
料
（
一
箱
）、
大
里
広
域
市
町

村
圏
組
合
関
係
資
料
（
一
箱
）、
庶
務
課
・
企
画
課
・
産
業
観
光
課
・

広
報
広
聴
課
よ
り
写
真
・
モ
ノ
資
料
な
ど
（
二
箱
）、
大
里
第
二

保
育
所
関
係
資
料
（
三
点
）
の
移
管
を
う
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
整
理

を
終
了
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　 
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
文
責
　
水
品
　
洋
介
）

Ⅵ　
考
古
資
料
の
整
理

　
考
古
資
料
編
の
刊
行
に
係
る
本
編
原
稿
を
取
り
ま
と
め
と
、
新

た
な
作
成
図
版
の
製
作
と
組
版
の
編
集
作
業
を
入
稿
予
定
の
五
月

末
、
六
月
末
に
分
け
て
分
担
実
施
し
た
。
七
月
末
に
は
追
加
原
稿

も
ほ
ぼ
完
了
し
た
。
校
正
稿
を
各
執
筆
者
へ
出
稿
す
る
と
と
も
に
、

事
務
局
校
正
作
業
を
進
め
た
。
挿
入
写
真
に
つ
い
て
対
象
遺
跡
と

遺
構
・
遺
物
写
真
の
種
類
、
構
図
の
選
定
お
よ
び
収
集
を
八
月
を

目
途
に
始
め
た
。
市
発
掘
調
査
分
に
つ
い
て
は
市
文
化
財
保
護
係

の
協
力
を
得
た
。
市
外
部
所
蔵
の
写
真
は
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館

と
東
京
国
立
博
物
に
申
請
を
行
い
許
可
と
提
供
を
得
た
。
新
た
に

撮
影
す
る
資
料
で
は
別
途
協
力
員
に
よ
り
、「
諏
訪
木
遺
跡
」「
下

田
町
遺
跡
」
に
つ
い
て
撮
影
を
し
た
。
ま
た
、
校
正
等
繁
多
に
係

る
一
一
月
か
ら
臨
時
職
員
を
充
て
、
分
担
作
業
を
行
っ
た
。
事
務

局
分
担
原
稿
の
確
認
な
ど
資
料
調
査
の
た
め
、
県
立
文
書
館
で
根

岸
家
文
書
等
の
調
査
を
行
っ
た
。

　
市
史
報
告
書
の
刊
行
に
向
け
て
、
整
理
及
び
執
筆
を
進
め
、
本

年
度
刊
行
の
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
文
責
　
新
井
　
端
）
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